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Samuel　Beckett：Ping試論

近　藤　正　毅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
1966年Bingという題名でフランス語で発表され，1967年作者によって英

　　　　　　　　　　　　　（2）
訳され，Ping・として発表された，わずか2頁の，散文詩ともいえるこの小品

は，Samuel　Beckettの最近の短い散文作品のなかでは，その極度に省略され

た語群とそのバリエーションの反復による，入念な空間構成によって特に注目

されている。Eugene　Webbは1964年以後に書かれた断片のなかで，“The

most　interesting，　I　believe，　of　the　fragments　is‘Ping’．　In　its　very　brief

sPace（about　one　thousand　words）it　gives　a　concise，　and　in　its　way　a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
strikingly　beautiful，　picture　of　a　state　of　mind　apProaching　total　silence・”

と評しており，Ruby　Cohnは“Beckett　produced　what　is　probably　his　most

diM・。lt　w。，k、。　reaaf’～と述べている．この作品には・・の草梛・あることか

らして，限定された言葉の数式のような配列のひと塊りが，入念な作業の結実

であることが推察できる。

　COmment　c’est，1960（How　It　Is，1964）のあと，散文作品としてはlmag－

tnation　morte　imagine2，1965　（lmagination　l）ead　Imagine，　1967），　Asse2，

1966（E・。ugh，1967），．　L・　Dep・upl・ur，　1970（Th・・L・st・Ones，　1972），　Bi・g，

1966（P、、　g，、967），．San、，、969（Lessness，・97・）の順で発表されてき♂

Brian　Finneyの質問に対するBeckettの解答によれば，　BingはLe

D・・p・uPl，urのあと，その反動として書・・た別個の作品で認
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　一切の定動詞は省略されており，名詞の並列，あるいは名詞と過去分詞の連

結によって意味を伝えている。この動詞の欠如は，言語表現が人間の意識の連

鎖の追求からそれて，それ自体の存在に対象化していく重要なポイントになる

と思われる。それは言葉が作中人物にしろ作者にしろ，したがってまた読者の

ものにもなるわけだが，人間の意識の表現から独立して，タイトル化していく

過程である。いってみれば新聞の記事とそのタイトルの関係に似ている。そこ

では事実が語られるのではなく，絵のように示される。定動詞が人間の思考や

感情の動きの所在を示すのに対し，名詞につらなる過去分詞，現在分詞は口か

ら発せられた痕跡を失って，頁の上に事実としておかれている。

　Beckettは3部作では主人公のつぶやきの言葉を書き，　Comment　c’estで

は，あたかも脳の嚢から発せられる意識の粒子のごとく言葉を書きつらねてい

たが，この作品はRuby　Cohnのいうとおり，耳にはComment　c’estに似て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
いないこともないが，目にはすっかり別物である。Comment　c’est自体，　Pin

に出会う以前，Pinとの出会い，　Pinと別れたあとの時代という3部からなる

明確な構成と活字の組み方によって，作品の世界に空間的な概念を与えてはい

たが，Pingでは言葉がつぶやきの息遣いから色の斑点へと変貌し，その背後

にかすかな記憶像と意味を感じさせるのであって，Beckettがまたも言語表現

の限界を探索している意図が窺えるのである。Hugh　Kennerはその点につい

　　　　　　　　　　　　（8）
て興味ある推察を述べている。Beckettは1964年にFilmという映画を作っ

ていたが，その翌年Pingのもとになった小説を書き始めた。このことは，こ

の作品における照明の強調と，露出過度のような細部の消失に関わりがある

し，なくなった動詞のてんまつの説明にもなる。フィルムの1コマは名詞のよ

うなものであり，ふつうは動詞で述べる行動も，じつは連続するコマの生みだ

す幻影にすぎないというのである。

　芝居自体が言葉から舞台への展開を含んではいるが，Beckettは無言劇を書

くようになっており，舞台の上で演ぜられる言葉のない行動と，紙の上に表現

された無言の空間と不動の1個の肉体とは，同じ舞台の二様の表現ともいえ

る。
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　1ヤード平方の白い床に側面1×2ヤードの白い壁，そのなかに裸の肉体が

固定され，足は縫い合わされたように爪先からくっつき，踵は直角に合わさ

り，両手は前方を向いて下っている。正面を向いて固定されている目だけがま

だ青味を帯びてわずかに色の名残りを保ち（unover），内部に沈黙を秘めてい

る。その目もやがて白く，見えなくなって終る（over）。この白い面（床，壁，

天井）に囲まれて，裸の肉体と目となにかの痕跡，traces，　blurs，　signsが

rose，　light　blue，1ight　greyの色に点滅し，　pingという音を立てながら，やが

てすべて白に溶けて沈黙して終るというのが，Pingという，隙間なく組まれ

た2頁の文字の表現する世界である。

　これはBeckettの戯曲のように舞台空間に対象化して見ることもできるし，

色づけが終ってもはや変ることのない絵画ではないにしても，たえず淡い色の

変化のなかに存在する1個の立体作品に見立てることもできる。しかし，この

白い面に囲まれた裸の肉体にベケット自身，そして読者の存在を仮託して読む

とき，これは形と色のながにきわめて具体的に対象化され，提示されてはいて

も，従来のべケットの散文作品と同様，作家の存在の抜き差しならぬ状況を，

物語や情緒ではなく，物質的な言葉に対象化するのに成功していることが分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
る。この肉体にキリストの像を見ることも可能かもしれないが，この苦難のも

　　　　　　　　　（10）
とにあるひとりの人間は，Beckettの3部作からComment　c’estに奎る道程

を考えれば，生きることが語ることであり，語ることができずに語る言葉を探

り求めていく，いまひとりの主人公の姿であると見る方が，妥当のように思わ

れる。

　このpingはタイプライターの鈴の音ではないかという外在的存在のサイン

としてみる意見まである疹i｝）34の，i。gのうち，文頭にくるのが・3，　fi。。d

elsewhere，そして最後にはfixed　last　elsewhereとなる過去分詞を含む句に先

立つのが6ある。次にpingが従えており，　pingと同格，またはその一部と

思われる名詞を，

　murmur

　murmur

それぞれの場合に分けて列挙すると以下のようになる。

away　out
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　silence　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

murmur　　．anature

　Inu㎜ur　　　　ameaning　　　　that　much　memory

　murmur

　rnurmurs

　anature　　　　image　　　　alittle　less　blue　and　white　in　the　wind

　way　out

　　silence

　　image　　　　alittle　Iess’that　much　memory　　　　　　　　，

　　silence

　　㎞age　　　’blue　and　white　ih　the　wind

　　anature　　　　image　　　　alittle　less　blue　and　white　in　the　wind

　　ameanlng

　　silence

　　i皿age　　　　alittle　less　dim　eye　black　and　white　half　closed　long

lashes　imploring　　that　much　m㎝ory．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F

　　fiash　　　　　　　　　　’

　　ameaning　　’　anature　　　　blue　and　white　in　the　wind

memory

　　last　murrnur　　　　eye　unlustrous　black　and　white　half　closed　long

lashes　imploring

　　silence

　　これらの名詞ならびに名詞句群はpingの述語に相当すると考えられ，すで

にそれだけでこの作品の大意を伝えている。このpingを第1行目のbare

white　bodyと同一視できれば簡単であるが，最初Oj　3つのpingは以下のコ

ンテクストで現われる。（下線筆者）　　・

　　Light　heat　white　planes　shining　white　bare・white　body丘xed　ping　fixed

　　elsewhere．
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Bare　white　body　fixed　one　yard　ping　fixed　elsewhere．

Bare　white　body　fixed　ping　fixed　elsewhere．

pingの述語と考えられる名詞群から察して，　pingが人間のなにかであるこ

とは分るが，bare　white　bodyとpingを直接つなぐ記述はない。　pingはbody

とはどこかほかの場所，おそらくmindのなかの意識の信号であろう。　ping

というこの刺戟的な音，その物質的な違和感を与える文字に外在的なものを連

想するのは自然な反応であるが，mu㎜ur，　memory，　imageはB㏄kettのこれ

までの主人公に共通して，他者のつぶやきよりも主人公の意識にpingを引き

戻すのである。その無機的な音の反復は，white　wallsに囲まれたbare　white

bodyの，言葉の上ではinvisibieと否定されてもきわめて視覚的な存在を，徐

じょに背後の意識の領域に包み込み，その非人称の意識に記憶を呼び戻そうと

する。

　この意味不明なpingについては，　perhaps　a　natureあるいはいきなりa

natureという言葉が4回続いている。そしてそれに伴うimageとして，　blue

and　white　in　the　・windがmeaningあるいはmemoryとして4度現われる。

目に見えない意識の内部のpingという余韻のなかでの新たな視覚的現前であ

る。このblue　and　white　in　the　windは，ナジャがブルトンとドーフィーヌ

広場のカフェに坐っていたとき，木立のなかをすぎ去っていくのを見た「青い
　　（12）
色と風」を思い出させる。以前にも同じ木立のなかを吹き抜けていくのをナジ

ヤが見た，この青い色，青い風は妙に物質的である一方，それは連れ込み宿の

アンリ四世ホテルの窓から吹いて生なましく，情念がこもっている。B㏄kett

のこのblue　and　white　in　the　windはmemoryとway　outとして希求され

る対象となっていて，それが自然の情景か，服地の模様か，あるいは唯名論で

いう「声として発する風」fiatUS　vocisかは分からないが，憧れの究極の対象

が・このようなつかの間の風のなかの色に物質化され，4度く．りかえされると

ころは，全体が抽象的立体ともいえるこの作品にはふさわしいプランである。

　Plngの謎を解く1っの鍵として，この小品の前半にかなり集中してmu㎜ur

という言葉が9回現われる。（下線筆者）
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　　Brief　murmurs　only　just　almost　llever　all　knowri．

　Munnur　only　just　almost　never　one　s㏄ond　perhaps　not　alone．

　murmurs　only　just　almost　never　always　the　same　all　known．

　　ping　murmur　only　just　almost　never　one　second　perhaps　a　way　out．

　　ping　murmur　ping　silence．

　　Ping　murmur　perhaps　a　nature　one　second　almost　never　that　much

　　memOry　almost・never．

　　Ping　murmur　only　just　almost　never　one　second　perhaps　a　meaning

　．that　much　memory　allnost　never．

　　ping　murmur　only　just　almost　never　one　secolld　light　time　that　much

　　memOry　almOSt　neVer．

　　Ping　murmurs　only　just　almost　never　one　second　always　the　same　all

　　known．

　　そして同じくかなり集中して使われていたbodyという語が，上の最後の文

と同じ行で9回目が使われたのち，後半では全く使われなくなる。mummurは

この作品の最後の文でもう一度使われるのみである。（下線筆者）

　　Head　haught　eyes　white　fixed　front　old　ping　last　mur血ur　one　second

　　perhaps　not　only　eye　unlustrous　black　and　white　half　closed　long　lashes

　　imploring　Ping　silence　ping　over．

　　作品の後半にbodyが1度も現われないというのは，　pingが比較的全体に

散りばめられているのと較べて際立った事実である。前半にping　murmur（s）

の成句が6っあること，それ以外のpingを含む名詞群は，前半ではping

silenceだけであることを考えると，　murmurとpingには深い関係のあるこ

とが想像できる。後半ではPin9がbodyの場を奪い，記憶のimageである

らしいpingがbodyの即物的な立体，あるいは平面世界を侵していく過程が

見えてくる。

　　たとえば前半で，Bare　white　body　fixed　one　yard　ping　fixed　elsewhere

white　on　white　invisible　heart　breath・no　sound．という文に現われる加dyが
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後半では，Bare　white　one　yard丘xed　pipg　fixed　elsewhere　no　sound　legs

joined　Iike　sewn　heels　together　right　angle　hands　hanging　palms　front・と

いうふうに消滅して，pingだけになっている。しかもbodyは時間を超越し

ているかに見えるが，pingは年をとり，終りにかけてpingについて01dと

いう語が5度使われる。前半invisjbleという語の主体になるものはbody，

feet，　hands，　mouth，　Planes，　earsであるが，後半はhair，　scars，　nose，　ears，

mouth，　eyesである。、なかでも，　Long　hair　fallen　white　invisible　overは，

nails　fallen　white　overとともにもっとも生なましい表現で，現実の肉体の

老化を思わせる。しかしping自体は1度もinvisibleの主体にはなっていな

い。Pingに関しても1egs，　heels，　hands，　palmsについての言及があるが，作

者は01d　pingと呼び，終りにかけてはpingに対面するように2度現われる

単数の目，eye　black　and　white　half　closed　long　lashes　imploringのいかに

も情感のこもった目差しといい，この抽象的な色と光のイメジの反復とその微

妙な変化からなる作品のなかでも，pingにはかなり人生の思いがまつわりつ

いていることが分ってくる。

　9rey，　blue，　rose，ときにblackが射しながらも，この作品全体を支配してい

るのはwhiteである。　whiteについてはAntoni　Tbpiesはこう述べている。

White．　The　colour　of　beginning　and　end，　of　those　who　are　about　to　change

their　condition，　of　absolute　silence，　which－a＄　Kandinsky　said－is　not　the　silence

of　death　but　that　of　the　preparation　of　all　living　possibilities，　of　all　youthful

．（13）

Joys・Beckettの白も始めと終り．の色のようである。しかしその沈黙の色は生

気にあふれているのではなく，生と死を含みながらそれを超越している石膏像

の白のようである。ある日突．然，自分の絵が壁に変じているのを発見して驚き

の念に打たれたTapiesは，絵は無であって，そ・れは別の入口に通じるひとつ

の入。なのだといS’1）色の繍や絵の具の量が多vナれば多いほど凛実を隠す

ヴエイルも厚く，道を見つけるの．は困難になるという言葉は，ping　way　out

の句と考え合わせると，暗示的である。

　Pingはいわば言葉の絵の具を塗り重ねたような作品である。とくに白い床
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と壁と天井に囲まれた裸の白い肉体の条件をくり返して描いた前半は，この作

品の正面像を構成している。白一色のなかにうっすらと灰色の染み，淡い青の

斑点，たちまち白に変じて見えなくなる。くり返しinvisibleという語を挿入

しても，1度書かれた言葉のイメジを消去することはできないから，ここに構

築された壁画は，厚味をもって読者の目のまえに立ちはだかっている。たとえ

，・mUrmur，　meaning，　memoryという語はあっても，定動詞を除去されている結

果，読者は頁の文章に思いを入れて読むことができず，ひたすら文字を，その

文字が喚起する色と形を“見る”だけである。この視覚的頁に忍び入るかすか

なm音を除けば，唯一の音の効果はpingである。　pingはつねにどこか別

の場所，elsewhereにあって，読者の注意をこの正面の壁画の外へ，あるいは

その内部へ惹こうとする。pingは読者を真実へと導く入口，　way　outと考え

ることができよう。

　前半には1度も現われないimageという語が，後半になってpingと密接

につながりながら5度現われる。読者はpingを通じて，この裸の肉体の内部

のimageへ導かれる。具体的にはそれはblue　and　White　in　the　windと，

eye　black　and　white　half　closed　long　lashes　imploringでしかないが，それ

は白い裸の肉体とはちがって，目に見えない世界のイメジである。前半の目を

ふさぐような白い像から，後半の半透明な記憶像への自然な移行は，芸術体験

の表現にもなっており，身体と意識の関係を，目を媒介にして追求しょうとし

た試みと受けとれる。

　この作品に記述された肉体の部分では，とくに目が重要な意味をもっている

と考えられる。Brian　FinneyはThe　Perceiver　and　the　Perceivedという項で

Beckettを論じながら，1965年の映画台本Filmの指示書冒頭にあるバークリ

ーの‘Esse　est　percipi　’（存在するとは知覚されることである）を引用してい
（15）

る。Hugh　Kennerの推論に力をえて，　Pingの創作にヒントを与えたかもしれ

ないFilmの興味ある指示書の前半を引用してみよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
　Esse　est　percipi．

　　All　extra喚eous　perceptjon　suppressed，　animal，　human，　divine，’，sel　f．　一
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　perception　maintains　in　being．

　　Search　of　non－being　in　flight　from　extraneous　perception　breaking

　down　in　inescapability　of　self・perception．

　　No　truth　value　attaches　to　above，　regarded　as　of　merely　structural

　and　dramatic　convenience．

　　In　order　to　be　figured　in　this　situation　the　protdgonist　is　sundered

lnto　object（0）and　eye（E），　the　forrner　in　flight，　the　latter　in　pursuit．

　　It　will　not　be　clear　until　end　of　film　that　pursuing　perceiver　is　not

　extraneous，　but　self．

　　Until　end　of丘1m　O　is　perceived　by’Efrom　behind　and　at　an　angle

　　　　　　　　　　　（16）　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　not　exceeding　45°．

　この奇妙な映画は視線から逃れようとし・てついに逃れられず，自己凝視の恐

怖に到達する過程を描いている。FinneyはさらにBeckettの言葉を引用して

いる。‘＿self　perception　is　the　most　frightening　of・all　human　observations

…wh・n　m・n　face・him、elf　h。　i、1。。ki。g　i。・。・he　ab，，9eこの配の知覚に

至るプロセスを映像化するために，Beckettは主人公を逃げる客体と追う目と

に分離しているが，この同一個体の客体と目への分離の工夫は，彼の作品の構

造を明かす1っの鍵である。それは読者が参加する，作家と作中人物の関係で

もある。

　そこでPingに立ち返って，そこに現われる、　eyesと．　eyeと知覚の意味に

ついて考えて，k　6必要がある。この作品には前半に・10のeyes，後半に6の

eyesと2のeyeがある。　pingの13対21とは逆に前’ ｼあ方に多く現われ

る。それらはいずれも唯一の色である1ight　blueの穴であるが，ほとん二ど白

で・前方を向いて固定され，そこだけまだ終ら一ず，内部は沈黙に満ちている。

定動詞を欠いたこの作品は，じつは自ら沈黙しているのであって，沈黙を内部

に秘めた白い面の上に，Traces　blurs．lig域．grey．almost　yhite　on　white，あ

るいはTraces　blurs　signs　no　meaning　light　grey　almost　whiteと表現され

る黒い文字が並んでいる。白い面に囲まれた樹い裸の肉体は固定されて目に見
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えず，内も外も知り悉されている。その肉体の上に1ight　blueの穴の目が開

いて，目に見えず，しかし前方を，読者を向いて昂然と頭を上げている。それ

は大理石の彫像のようで，前方を向いた穴の目はしかし，前方を見ているわけ

ではない。内部に沈黙を湛えたその目は，自己を見，また自己の内部を見る目

でもある。動詞とともに語り進むことのできない読者もまた，沈黙して頁を眺

めている。それは読むよりも眺めるための頁である。

　肉体の輪郭を失った後半は，肉体の部分だけが同様の条件を続けており，目

も同じ状態を保っているが，最後の2つはすでに白くなって，正面を向いたま

ま終っている。目が不動のままにかろうじて青味を帯びていた間は続いていた

この作品も，目が白くなると同時に，ping　silence　ping　overで終了する。

　個体としてのbodyがなくなってbodyの部分だけになった後半では，読者

の目は一層肉体に近づいている。その肉体の表面の状況を半ば通り抜けて，表

面の白さのなかには見えなかったimageやmemoryを，肉体の内部に透し見

ている。それは前半にくり返されたmurmurのあとに出てくるもので，

mumlurの内容がこのimageとmemoryであるのかもしれない。それは，そ

の白い箱のなかには存在しないnatureであり，　blue　and　white　in　the　wind

であり・eye　black　and　whiteである。　blue　and　white　in　the　windは4度，

次の文のなかで現われる。（下線筆者）

Ping　perh・p・an・t・・e・n・・ec・・d　with　im・g・，am。　tim。　a　littl。　less

　blue　and　white　in　the　wind．

　Ping　image　only　just　almost　never　one　second　light　time　blue　and

　white　in　the　wind．

　Ping　a　nature　only　just　almost　never　one　second　with　image　same　time

　alittle　less　blue　and　white　in　the　wind．

　Ping　of　old　only　just　perhaps　a　meaning　a　nature　one　second　almost

never　blue　and　white　in．　the　Wind　that　much　memory　henceforth

never．

Beckettの主人公にときとして現われる幼少のイメジ，安らかな自然，ロ“1
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ンチックな自然への郷愁が，ここでは端的にnatureの一語，そしてblue・and

white　in　the　windという自然の断片に切りつめられたと見ることができる。

そして終りにかけて2度浮び上るeye　black　and　white　half　closed　long　lashes

imploringは，このはるかな時間の隔りの彼方，記憶の自然のなかから，老い

たるpingの白い目を眺め，訴えているようである。この黒と白のeyeは，淡

い青の穴で，たちまち白く見えなくなるeyesとはちがって感情がこもってい

る。一瞬の時の閃きで掻き消されるこの隔りが，Filmのなかで逃げる主人公

とそれを追う目の距離であり，彼のテレビ台本Eh／beで，ベッドの端に腰掛

けたJoeに向って終始近づいていくテレビカメラとこの男の距離であり，ま

た彼の芝居，1ウ吻’εLast　TaPeで，老人KraPPと，彼が廻すテープに吹き

込まれた若き日のKrappの声との距離である。ここでは，それはまさに沈黙

し，終ろうとしている老いたpingの素顔に包まれている。

知り悉された言葉の白い壁画の奥に垣間見える記憶のなかの目に，Beckett

は生の真実の訴えを読んでいるようであり，また背後から己れの目に見つめら

れながらも，現実の目は色を失いかけ，苦難の条件におかれたその肉体に，生

と言語の宿命を表わしているようである。この生と言語の苦難の条件から，

Beckettはpingという無機質な音に刺され，またそれによって打ち払おうと

しながらも，自然への秘かな回帰を思っているように見える。それは稀薄にな

つた目で，己れの目を見つめることによってえられる答であり，そこに見出す

ものを，言葉がどう表現するかにかかっている。この小品で見出されたその言

葉は，blue　and　white　in　the　windのなかに凝縮している。
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